
　　②「止まるだけでなく安全確認をしっかりと」

　【安全確認を確実に行いましょう】・一時停止
　　①「一時停止は赤信号」と考えよう

　　　一時停止の標識や標示がある場所では、停止線の直前で必ず

　　　一時停止をしなければなりません。徐行、減速は、ダメ。

【夜間の運転時】

　道路上の障害物を早期に発見して、交通事故の防止に努めましょう。

「秋の日はつるべ落とし」と言われる位、日没が早まりました。早目の点灯とハイビームで危険早期発見を!！

・今年度の「セーフティラリー」は９月３０日で終了しました。
結果は、後日発表致します。

【報　告】

　　　一時停止は「車両を完全に停止させる」だけでなく、《十分な安全確認を行うこと》が目的

　　　です。一時停止は、余裕を持って安全確認をするための方法です。

　　③「こんな場所では安全確認を念入りに」

　　　・バス停に停車中のバスの側方を通過するとき

　　　・横断歩道がない場所で、隣車線に車が駐停車しているとき

　　　・大きなカーブの途中に駐車車両があるとき

　ただ、対向車や前方に車両がある時は、ロービームで走行することとなっています。

　ロービームでの走行が常態化せず、可能な限りこまめにライトを切り替えて、歩行者・自転車・
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　・法律上、夜間走行の際は、ハイビームで走行することとなっています。


